
お
帰
り
な
さ
い

お
兄
様

鉄
の
帳
の
シ
ベ
リ
ア
で

骨
を
凍
ら
し
身
を
晒
し

御
苦
労
な
さ
れ
た

幾
年
を

想
え
ば
想
え
ば

唯
泣
け
る

拡
声
器
か
ら
流
れ
る
「
涙
の
再
会
」
の
歌
に
、
日
の
丸

の
小
旗
を
振
り
な
が
ら
「
お
帰
り
な
さ
い
、
ご
苦
労
様
で

し
た
ー
」
と
婦
人
会
の
方
た
ち
の
出
迎
え
に
感
激
し
つ
つ

上
陸
し
た
。

引
揚
援
護
局
の
大
広
間
で
し
ば
ら
く
休
憩
、
久
し
ぶ
り

で
横
に
な
っ
て
見
る
畳
の
感
触
。
静
か
に
目
を
閉
じ
る
と
、

あ
の
昭
和
二
十
年
八
月
十
五
日
の
ソ
連
軍
と
の
大
激
戦
か

ら
今
日
ま
で
の
い
ろ
ん
な
出
来
事
が
走
馬
灯
の
ご
と
く
脳

裏
を
駆
け
巡
り
、
不
運
に
も
帰
国
で
き
ず
に
重
労
働
を
課

せ
ら
れ
て
い
る
幾
多
の
同
胞
の
こ
と
が
思
い
や
ら
れ
、
一

日
も
早
い
帰
国
を
祈
っ
た
の
で
し
た
。
一
日
も
早
い
帰
国

を
祈
り
ま
し
た
。

現
役
志
願
し
た
一
少
年

山
形
県

阿

部

正

二

（
旧
姓

渋
谷
）

生
い
立
ち
、
家
族
、
郷
土
の
環
境

私
は
大
正
十
二
（
一
九
二
三
）
年
三
月
一
日
早
朝
、
西

村
山
郡
大
井
沢
村
で
一
農
民
の
三
男
と
し
て
誕
生
し
ま
し

た
。
入
隊
時
の
我
が
家
は
、
田
地
一
町
歩
、
畑
地
一
町
歩

を
耕
作
し
て
米
、
野
菜
の
生
産
を
行
い
、
ま
た
春
、
夏
、

秋
の
三
回
、
繭
の
生
産
（
桑
の
葉
は
自
家
生
産
）、
冬
期

は
国
有
林
の
下
刈
り
、
枝
払
い
、
さ
ら
に
木
炭
業
を
家
族

全
員
で
分
担
し
て
生
計
を
立
て
て
お
り
ま
し
た
。

入
隊
当
時
の
家
族
は
、次
男
は
昭
和
十
六（
一
九
四
一
）

年
、
盛
岡
の
騎
兵
隊
に
入
隊
し
て
満
州
へ
転
属
、
長
男
は

昭
和
十
八
年
四
月
三
日
召
集
で
山
形
歩
兵
連
隊
に
入
隊
し

て
お
り
、
そ
れ
に
両
親
、
長
男
、
弟
と
私
の
五
人
家
族
で

し
た
。

こ
の
郷
土
は
、
米
、
各
種
野
菜
、
林
檎
等
の
果
樹
、
さ
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ら
に
繭
の
生
産
で
生
計
を
立
て
て
い
る
山
村
で
す
。
交
通

は
不
便
で
、
山
形
駅
で
左
沢
線
に
乗
り
換
え
、
終
点
の
左

沢
駅
で
下
車
、
さ
ら
に
山
形
交
通
バ
ス
で
終
点
柳
川
停
留

所
で
下
車
、
こ
こ
か
ら
大
井
沢
峠
を
越
え
て
の
十
キ
ロ
の

徒
歩
で
す
。
ま
た
三
山
線
を
利
用
し
て
も
、
山
形
駅
〜
高

松
駅
〜
関
沢
駅
で
下
車
、
山
形
交
通
バ
ス
で
月
山
停
留
所

か
ら
六
キ
ロ
の
徒
歩
で
、
現
在
も
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
。

学

歴

昭
和
十
一
年
三
月
、
大
井
沢
村
立
尋
常
高
等
小
学
校
卒

業
、
昭
和
十
七
年
三
月
大
井
沢
村
立
青
年
学
校
本
科
卒
業
。

入
隊
前
の
職
歴

小
学
校
卒
業
と
同
時
に
家
業
で
あ
る
農
業
に
従
事
。
昭

和
十
五
年
三
月
、
大
沢
村
信
用
販
売
購
買
利
用
組
合
の
事

務
職
と
し
て
採
用
さ
れ
ま
し
た
。
昭
和
十
六
年
三
月
、
家

業
の
農
作
業
が
手
不
足
に
な
り
、
こ
の
手
伝
い
の
た
め
退

職
し
ま
し
た
。

現
役
志
願

父
は
平
和
時
の
軍
人
で
し
た
の
で
外
地
勤
務
は
無
く
、

現
役
除
隊
し
、
ま
た
召
集
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
子
供

の
こ
ろ
よ
く
軍
隊
生
活
に
つ
い
て
聞
か
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
内
容
は
理
由
の
分
か
ら
ぬ
私
的
制
裁
の
こ
と
で
し
た
。

拳
を
握
っ
て
の
往
復
ビ
ン
タ
の
真
似
、
ベ
ッ
ド
の
下
に

潜
っ
て
の
「
鴬
の
谷
渡
り
（
ベ
ッ
ド
は
な
い
の
で
座
机
の

下
で
）」
柱
へ
昇
っ
て
の
蝉
の
鳴
く
ま
ね
、
満
水
の
バ
ケ

ツ
を
両
手
に
持
っ
て
不
動
の
姿
勢
等
、
自
分
で
実
際
ま
ね

し
て
家
族
を
笑
わ
せ
て
い
ま
し
た
。

そ
し
て
そ
の
後
、
こ
の
よ
う
な
私
的
制
裁
で
涙
を
流
し

た
夜
が
多
く
あ
っ
た
が
、
自
分
た
ち
は
こ
の
よ
う
な
制
裁

を
受
け
る
何
ら
理
由
は
考
え
ら
れ
な
い
の
に
な
ぜ
だ
ろ
う
。

軍
隊
特
有
の
先
輩
か
ら
の
申
し
送
り
だ
ろ
う
か
、
そ
れ
と

も
自
分
た
ち
が
受
け
た
仕
返
し
だ
ろ
う
か
と
思
う
。
そ
の

反
面
、
し
か
し
全
く
理
由
の
な
い
は
ず
が
な
い
。
初
年
兵

同
士
で
欠
点
探
し
を
し
た
が
見
出
せ
な
い
。
ち
ょ
っ
と
し

た
こ
と
で
も
話
せ
ば
分
か
る
の
に
、
言
葉
が
体
罰
に
転
化

し
た
も
の
と
考
え
、
二
年
兵
に
な
る
ま
で
我
慢
ま
た
我
慢

で
耐
え
る
気
に
な
り
、
決
し
て
先
輩
を
恨
ん
だ
り
、
ま
た

変
な
顔
つ
き
も
し
な
か
っ
た
と
聞
か
さ
れ
、
お
前
ら
も
大

き
く
な
っ
て
軍
隊
に
入
っ
た
ら
必
ず
あ
る
こ
と
だ
か
ら
参
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考
ま
で
に
話
し
て
お
く
と
い
う
父
の
言
葉
で
し
た
。

軍
隊
は
軍
事
訓
練
は
も
ち
ろ
ん
、
掃
除
、
洗
濯
、
裁
縫
、

炊
事
等
の
家
事
、
訓
話
、
そ
れ
に
先
の
私
的
制
裁
を
含
め
、

家
庭
科
、
体
育
科
等
の
あ
る
心
身
訓
練
学
校
で
し
た
。
こ

の
学
校
を
卒
業
し
た
俺
を
、
自
分
で
褒
め
る
訳
で
は
な
い

が
、
我
慢
強
く
、
身
体
強
健
、
世
間
的
に
敵
な
く
、
ま
た

軍
隊
に
行
く
前
に
は
全
然
出
来
な
か
っ
た
家
事
も
母
さ
ん

を
手
伝
え
る
よ
う
に
な
っ
た
と
。

ま
た
、
父
の
弟
で
、
工
科
学
校
一
期
生
で
マ
ニ
ラ
、
ス

マ
ト
ラ
で
山
下
部
隊
長
の
副
官
の
渋
谷
少
佐
（
後
述
）
の

便
り
の
内
容
、
そ
れ
に
一
年
前
に
現
役
志
願
し
た
同
級
生

か
ら
の
軍
隊
生
活
の
詳
細
な
便
り
等
に
強
く
刺
激
さ
れ
、

母
に
相
談
し
ま
し
た
が
な
か
な
か
首
を
縦
に
振
っ
て
も
ら

え
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
毎
日
の
私
の
願
い
に
負
け
、
と

う
と
う
現
役
志
願
を
了
解
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

徴
兵
検
査
は
見
事
に
甲
種
合
格
と
検
査
官
に
言
わ
れ
、

笑
顔
で
「
甲
種
合
格
」
と
復
唱
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
検
査

官
か
ら
「
希
望
兵
科
は
」
と
い
わ
れ
ま
し
た
の
で
「
戦
車

兵
で
す
」「
第
二
希
望
は
」
と
の
問
い
に
「
第
二
希
望
も

戦
車
兵
で
す
」
と
答
え
ま
す
と
検
査
官
は
「
ヨ
ー
シ
、
分

か
っ
た
。
去
っ
て
よ
い
」
と
言
わ
れ
、
一
目
散
で
我
が
家

に
帰
り
ま
し
た
。
結
果
を
待
っ
て
い
た
家
族
に
報
告
し
、

祝
福
さ
れ
ま
し
た
。

入
隊
（
第
一
次
盛
岡
部
隊
で
の
軍
歴
）

「
盛
岡
北
部
第
四
十
五
部
隊
へ
四
月
十
日
入
隊
せ
よ
」

と
の
通
知
が
あ
り
、
親
戚
、
部
落
の
皆
様
や
各
種
団
体
等

に
挨
拶
回
り
を
し
、
身
辺
の
整
理
等
で
忙
し
い
毎
日
を
送

り
ま
し
た
。

昭
和
十
六
年
四
月
九
日
、
入
隊
祝
に
来
ら
れ
た
多
く
の

親
戚
、
友
人
、
村
人
か
ら
激
励
の
言
葉
を
い
た
だ
き
、
午

前
七
時
半
、
自
宅
を
出
発
し
ま
し
た
。
途
中
、
中
上
集
落

の
吊
橋
前
に
は
村
長
さ
ん
は
じ
め
青
年
団
、
女
子
青
年
団
、

国
防
婦
人
会
、
ほ
か
に
多
く
の
村
人
が
見
送
り
に
来
て
お

ら
れ
、
激
励
の
言
葉
と
「
万
歳
！
万
歳
！
」
の
歓
呼
の
声

に
送
ら
れ
、
私
は
感
謝
、
感
激
の
涙
が
し
ば
ら
く
止
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
新
た
に
郷
土
の
皆
様
の
意
に
そ
む
く
こ
と

な
く
、
ま
た
傷
付
け
る
こ
と
な
く
国
民
の
た
め
尽
く
し
て

き
ま
す
と
心
に
誓
い
ま
し
た
。
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郷
土
は
交
通
不
便
で
、
長
い
距
離
を
徒
歩
で
バ
ス
停
留

所
に
着
い
た
と
き
は
汗
だ
く
だ
く
で
し
た
。
バ
ス
と
汽
車

を
乗
り
継
い
で
、
役
場
か
ら
の
通
知
書
に
あ
っ
た
「
四
月

九
日
夕
刻
ま
で
に
山
形
駅
近
く
の
後
藤
屋
旅
館
」
に
集
合

し
ま
し
た
。
そ
し
て
北
部
第
四
十
五
部
隊
よ
り
出
迎
え
の

曹
長
の
指
揮
に
入
り
ま
し
た
。

曹
長
か
ら
は
「
今
晩
は
こ
こ
に
泊
り
、
明
日
早
朝
盛
岡

へ
向
か
う
か
ら
、
割
り
当
て
の
部
屋
で
ゆ
っ
く
り
休
む
よ

う
」
言
わ
れ
ま
し
た
。
翌
朝
、
山
形
駅
出
発
、
午
後
初
め

て
見
る
盛
岡
駅
に
到
着
、
北
上
川
に
沿
っ
て
徒
歩
で
部
隊

に
向
か
い
ま
し
た
。

新
し
く
建
設
さ
れ
た
兵
舎
に
案
内
さ
れ
、
各
中
隊
ご
と

に
分
か
れ
、
さ
ら
に
戦
車
班
と
自
動
車
班
に
分
け
ら
れ
、

各
班
長
の
紹
介
が
あ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
内
務
班
に
分
れ
ま
し

た
。
早
速
、
入
隊
手
続
き
と
身
体
検
査
を
終
え
る
と
、
先

輩
た
ち
が
新
し
い
二
等
兵
の
襟
章
の
付
い
た
軍
服
を
運
ん

で
き
て
、
身
長
に
合
っ
た
服
を
渡
さ
れ
、
先
輩
の
指
揮
に

よ
り
軍
人
と
し
て
の
一
歩
を
踏
み
ま
し
た
。

先
輩
た
ち
が
準
備
し
た
夕
食
の
席
に
着
き
、
初
め
て
の

軍
隊
食
を
味
わ
い
ま
し
た
。
食
事
し
な
が
ら
班
長
か
ら
班

付
き
下
士
官
、
先
輩
全
員
の
紹
介
、
そ
れ
に
初
年
兵
一
人

一
人
に
指
導
担
当
と
し
て
先
輩
一
人
が
割
り
当
て
ら
れ
、

右
隣
に
就
寝
す
る
よ
う
に
い
わ
れ
ま
し
た
。
私
の
担
当
は

一
年
先
輩
の
千
葉
上
等
兵
で
、
と
て
も
親
切
に
指
導
、
援

助
し
て
く
れ
、
幸
せ
で
し
た
。
夜
の
点
呼
が
終
り
、
軍
隊

初
の
ベ
ッ
ト
に
潜
り
込
み
ま
し
た
が
、
ベ
ッ
ド
が
堅
く
、

な
か
な
か
眠
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

翌
日
、
銃
、
銃
剣
等
の
兵
器
類
及
び
軍
服
以
外
の
被
服

類
が
渡
さ
れ
、
引
き
続
い
て
兵
器
の
手
入
れ
方
法
、
被
服

の
整
理
整
頓
、
特
に
積
み
重
ね
る
順
序
に
は
、
非
常
の
時

に
も
暗
闇
で
手
探
り
で
着
用
で
き
、
手
間
が
取
れ
な
い
か

ら
厳
守
す
る
よ
う
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

更
に
被
服
の
補
修
に
つ
い
て
も
講
習
が
あ
り
、
襟
布
の

縫
い
付
け
、
ボ
タ
ン
の
取
り
付
け
、
靴
下
の
補
修
（
靴
下

の
破
れ
は
ほ
と
ん
ど
足
の
踵
で
あ
る
か
ら
、
下
手
に
補
修

す
る
と
行
軍
の
際
擦
れ
を
お
こ
す
か
ら
丁
寧
に
）
を
教
わ

る
な
ど
初
め
て
の
こ
と
で
、
手
に
針
を
刺
す
者
も
い
て
笑

い
の
と
ま
ら
な
い
講
習
会
で
し
た
。
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ま
た
、
軍
事
以
外
の
初
年
兵
の
日
課
が
示
さ
れ
、
一
週

間
交
替
の
当
番
制
で
班
付
き
上
等
兵
が
指
名
す
る
か
ら
協

力
す
る
よ
う
い
わ
れ
ま
し
た
。

食
事
の
準
備

一

飯
上
げ
は
炊
事
場
よ
り
運
搬

二

下
士
官
室
に
は
決
め
ら
れ
た
お
膳
を
届
け
る
、
食

事
が
終
わ
っ
た
こ
ろ
を
見
計
ら
っ
て
下
膳
す
る

三

内
務
班
は
テ
ー
ブ
ル
に
全
員
分
盛
り
付
け
る
。
全

員
食
事
終
っ
た
ら
食
器
洗
い

四

食
缶
返
納
、
食
事
終
っ
た
ら
洗
っ
て
炊
事
場
へ
返

納
兵
舎
の
清
掃
、
食
事
当
番
以
外
の
当
番

内
務
班
、
下
士
官
室
、
洗
面
所
、
ト
イ
レ
、
浴
場

各
自
毎
日
実
施
す
る
事
項

一

個
人
に
貸
与
さ
れ
て
い
る
兵
器
の
手
入
れ

二

襟
、
靴
下
の
取
り
替
え
洗
濯
、
編
上
靴
及
び
営
内

靴
の
手
入
れ

以
上
の
事
は
下
士
官
の
物
も
皆
で
手
分
け
し
て
行
い
、

決
し
て
下
士
官
に
行
わ
せ
て
は
な
ら
な
い

各
自
必
要
に
応
じ
て
行
う
事
項

枕
カ
バ
ー
、
敷
布
、
下
着
類
取
替
え
洗
濯
、
下
士

官
下
着
類
を
毎
日
取
替
え
る
方
が
多
い
の
で
、
常

に
下
士
官
室
に
出
入
り
し
て
皆
で
手
分
け
し
て
洗

濯
す
る
こ
と

以
上
、
細
か
な
説
明
が
あ
っ
た
。

三
日
目
の
午
前
に
中
隊
長
か
ら
軍
人
の
使
命
等
に
つ
い

て
訓
話
が
あ
り
、
午
後
、
戦
車
の
構
造
、
運
転
上
の
注
意
、

模
擬
車
で
の
運
転
心
得
等
の
講
義
が
あ
っ
た
。
四
日
目
か

ら
模
擬
車
の
運
転
練
習
が
始
ま
り
、
二
週
間
過
ぎ
か
ら
広

大
な
練
習
場
で
本
物
の
戦
車
に
乗
り
運
転
席
に
座
っ
た
が

全
然
外
が
見
え
な
い
。
教
官
に
話
し
た
ら
怒
鳴
り
な
が
ら

運
転
席
の
窓
を
開
け
て
く
れ
た
。
後
で
同
年
兵
に
聞
い
た

ら
皆
同
じ
で
し
た
。

毎
日
休
み
な
し
の
練
習
で
、
教
官
の
指
示
通
り
速
度
の

調
整
、
方
向
転
換
等
が
出
来
る
よ
う
に
な
り
、
教
官
か
ら

褒
め
ら
れ
た
と
き
、
嬉
し
さ
の
余
り
万
歳
と
叫
び
教
官
に

笑
わ
れ
る
。

九
月
末
一
期
の
検
閲
無
事
終
了
。
そ
の
後
下
士
官
候
補
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受
験
、
北
部
第
四
十
五
部
隊
で
十
二
人
が
合
格
、
そ
の
中

の
一
人
に
私
も
含
ま
れ
る
。

十
月
一
日
、
下
士
官
候
補
試
験
合
格
者
十
二
人
は
一
等

兵
に
昇
進
、
渡
さ
れ
た
二
つ
星
の
襟
章
を
早
速
上
衣
の
襟

に
縫
い
付
け
る
。
同
時
に
特
別
教
育
の
受
験
命
令
が
あ
り
、

翌
日
よ
り
戦
車
の
構
造
等
の
学
科
並
び
に
運
転
技
術
の
指

導
を
受
け
る
。

戦
車
学
校
入
学

昭
和
十
八
年
二
月
一
日
、
奉
天
省
四
平
街
の
戦
車
学
校

へ
入
学
の
た
め
住
み
慣
れ
た
盛
岡
を
出
発
、
下
関
出
航
、

釜
山
上
陸
、
朝
鮮
半
島
を
縦
断
、
鮮
満
国
境
を
通
過
し
て

四
平
街
に
到
着
す
る
。
到
着
と
同
時
に
満
州
第
五
八
三
部

隊
四
平
街
戦
車
学
校
へ
の
入
学
手
続
き
を
行
い
、
結
果
無

事
入
校
を
許
可
さ
れ
る
。

同
校
は
将
校
養
成
学
校
と
我
々
下
士
官
を
養
成
す
る
学

校
の
二
つ
の
校
舎
が
あ
り
、
区
隊
ご
と
に
一
区
か
ら
十
区

ま
で
の
十
区
隊
編
成
で
、
一
区
隊
は
約
四
十
人
で
、
生
徒

は
内
外
の
戦
車
隊
出
身
者
で
し
た
。
入
校
に
当
っ
て
の
学

校
長
並
び
に
教
官
の
訓
示
が
あ
り
、
心
を
新
た
に
し
ま
し

た
。翌

日
、
各
区
隊
ご
と
に
中
戦
車
一
台
、
軽
戦
車
一
台
が

配
置
さ
れ
、
教
官
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
担
当
者
の
指
名
が
あ
り

ま
し
た
。中

戦
車

正
運
転
手

福
岡
部
隊

槙
原

副
運
転
手

同

堀

軽
戦
車

正
運
転
手

盛
岡
部
隊

渋
谷（
私
）

副
運
転
手

公
主
嶺
部
隊

小
田

満
州
は
十
二
月
に
入
る
と
毎
日
氷
点
下
で
、
午
前
八
時

か
ら
の
演
習
に
支
障
を
き
た
さ
な
い
よ
う
事
前
に
整
備
点

検
の
上
エ
ン
ジ
ン
を
始
動
し
、
暖
め
て
お
か
な
け
れ
ば
な

ら
ず
、
他
の
者
よ
り
早
く
車
庫
へ
行
き
ま
す
。
車
庫
ま
で

約
二
百
メ
ー
ト
ル
、
今
ま
で
数
度
に
わ
た
り
狼
が
現
わ
れ

て
お
り
、
絶
対
に
単
独
行
動
は
と
ら
な
い
よ
う
に
注
意
が

あ
り
、
四
人
そ
ろ
っ
て
防
寒
外
套
、
防
寒
帽
、
防
寒
靴
、

防
寒
手
袋
な
ど
を
完
全
に
着
用
し
て
車
庫
に
向
か
う
毎
日

で
し
た
。

演
習
開
始
の
時
間
間
近
に
な
る
と
、
教
官
助
手
に
引
率

さ
れ
た
生
徒
が
、
少
し
遅
れ
て
教
官
が
見
え
て
演
習
開
始
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と
な
り
ま
す
。
そ
し
て
異
状
な
く
動
く
戦
車
を
見
て
ホ
ッ

ト
す
る
毎
日
で
し
た
。
演
習
終
了
後
は
、
明
日
の
演
習
に

備
え
て
計
器
類
、
燃
料
、
足
回
り
等
総
点
検
し
て
日
報
を

作
製
、
教
官
に
提
出
し
ま
す
。

昭
和
十
九
年
二
月
ご
ろ
、
内
地
で
は
米
Ｂ
２９
爆
撃
機
に

よ
る
爆
撃
を
受
け
、
各
地
で
被
害
甚
大
の
ニ
ュ
ー
ス
を
耳

に
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
教
官
か
ら
は
大
東
亜
戦
争

は
日
増
し
に
激
化
し
、
皆
の
卒
業
が
早
ま
る
か
も
し
れ
な

い
か
ら
心
の
準
備
を
し
て
お
く
よ
う
に
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。

か
く
し
て
昭
和
十
九
年
四
月
二
十
日
、
戦
車
学
校
を
卒

業
、
満
州
第
五
八
三
部
隊
長
兼
学
校
長
で
あ
る
陸
軍
少
将

名
倉
栞
閣
下
よ
り
、
下
士
官
候
補
課
程
の
卒
業
証
書
を
頂

戴
し
感
無
量
で
し
た
。

翌
二
十
一
日
、
盛
岡
部
隊
へ
の
復
帰
準
備
の
た
め
休
養

と
な
り
、
二
十
二
日
、
関
釜
海
峡
の
治
安
悪
化
の
た
め
、

教
官
が
下
関
ま
で
引
率
す
る
こ
と
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て

入
学
時
に
盛
岡
、
習
志
野
、
福
岡
と
七
日
間
の
旅
の
逆
コ

ー
ス
を
た
ど
っ
た
の
で
す
が
、
下
関
ま
で
引
率
さ
れ
た
教

官
と
は
無
事
下
関
上
陸
を
喜
び
握
手
し
て
別
れ
ま
し
た
。

第
二
次
盛
岡
部
隊
で
の
軍
歴

盛
岡
部
隊
で
は
元
の
中
隊
に
配
属
さ
れ
、
懐
か
し
い
内

務
班
に
落
ち
着
き
ま
し
た
。
内
務
班
に
は
同
年
兵
、
初
め

て
会
う
新
兵
、
召
集
兵
、
そ
れ
に
先
輩
が
お
り
、
喜
ん
で

迎
え
て
く
れ
ま
し
た
。

五
月
一
日
付
け
で
陸
軍
兵
長
に
進
級
す
る
と
同
時
に
召

集
兵
の
教
育
係
助
手
を
命
ぜ
ら
れ
ま
し
た
の
で
、
私
な
り

の
内
務
班
教
育
を
す
る
こ
と
に
し
、
同
年
兵
に
も
協
力
を

お
願
い
し
ま
し
た
。
そ
れ
は
私
的
制
裁
の
こ
と
で
す
。
こ

の
こ
と
に
つ
い
て
は
入
隊
前
に
父
か
ら
よ
く
聞
か
さ
れ
た

こ
と
で
、
前
述
の
と
お
り
で
す
が
、
父
の
言
葉
通
り
、
否

そ
れ
以
上
の
制
裁
を
、
盛
岡
、
満
州
で
の
初
年
兵
当
時
に

受
け
ま
し
た
。
し
か
し
私
は
痛
さ
辛
さ
に
耐
え
る
よ
う
努

力
し
ま
し
た
。

軍
隊
は
戦
争
に
勝
つ
た
め
に
教
育
す
る
言
わ
ば
軍
人
養

成
学
校
で
あ
る
の
に
な
ぜ
、
殴
る
蹴
る
を
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
か
。
私
は
じ
め
皆
同
じ
意
見
だ
と
思
い
ま
し
た

の
で
、
こ
の
こ
と
を
先
輩
に
も
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
、
先

輩
曰
く
「
私
的
制
裁
は
日
本
軍
人
の
明
治
時
代
か
ら
の
申
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し
送
り
だ
、
弛
ん
で
い
る
者
に
は
幾
ら
言
葉
で
言
っ
て
も

駄
目
だ
。
お
前
は
今
直
ぐ
任
官
す
る
。
も
し
フ
ニ
ャ
フ
ニ

ャ
し
た
軟
弱
な
兵
隊
に
し
た
ら
、
必
ず
日
本
が
負
け
る
。

生
意
気
な
こ
と
い
う
な
」
と
怒
鳴
り
声
が
返
っ
て
き
ま
し

た
。こ

れ
に
対
し
て
私
は
「
世
代
が
違
い
ま
す
、
今
の
人
間

は
話
せ
ば
分
か
り
ま
す
。
ど
う
か
私
に
任
せ
て
下
さ
い
。

も
し
先
輩
が
心
配
さ
れ
る
よ
う
な
気
配
が
見
え
た
ら
考
え

直
し
ま
す
か
ら
」
と
懇
々
と
お
願
い
し
ま
す
と
、「
こ
の

馬
鹿
者
、
好
き
な
よ
う
に
や
れ
」
と
言
い
去
り
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
は
班
長
の
了
解
も
得
る
と
共
に
、
逆
に
激
励
の

言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

次
の
日
、
夜
の
点
呼
が
終
っ
て
も
初
年
兵
と
召
集
兵
が

ベ
ッ
ト
に
入
ろ
う
と
し
な
い
。
床
に
つ
い
て
も
毎
晩
恒
例

の
「
起
床
！
」
と
怒
鳴
る
声
に
起
床
さ
せ
ら
れ
、
説
教
と

同
時
に
ビ
ン
タ
等
の
私
的
制
裁
を
予
期
し
て
の
こ
と
だ
ろ

う
と
思
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
「
今
晩
か
ら
は
点
呼
が
終
っ

て
、
班
長
か
ら
の
伝
達
等
が
無
い
限
り
、
直
ぐ
ベ
ッ
ト
に

潜
り
込
む
よ
う
に
」
と
話
し
た
ら
皆
妙
な
顔
し
て
就
寝
し

ま
し
た
。
翌
日
か
ら
の
点
呼
で
は
、
今
ま
で
縮
み
こ
ん
で

整
列
し
て
い
た
彼
ら
は
伸
び
伸
び
と
し
、
し
か
も
笑
顔
が

み
ら
れ
安
心
し
ま
し
た
。

召
集
兵
の
一
期
の
検
閲
も
無
事
終
わ
り
、
や
れ
や
れ
と

思
っ
て
い
た
矢
先
、
部
隊
の
編
成
替
え
と
な
り
ま
し
た
。

昭
和
十
九
年
十
月
二
十
日
、
部
隊
は
達
第
一
二
六
一
四

部
隊
と
な
り
、
中
隊
は
分
散
さ
れ
、
北
海
道
帯
広
に
移
駐

す
る
命
令
が
出
ま
し
た
。
移
駐
し
て
驚
い
た
こ
と
は
戦
車

の
台
数
不
足
で
し
た
。
そ
れ
で
も
大
型
重
機
関
銃
が
二
台
、

そ
れ
に
大
型
砲
を
備
え
た
大
型
戦
車
が
配
備
さ
れ
ま
し
た

の
で
気
安
め
に
は
な
り
ま
し
た
。

こ
こ
で
無
線
通
信
と
手
旗
信
号
の
教
育
を
受
け
、
昭
和

二
十
年
二
月
十
日
伍
長
に
任
命
さ
れ
、
二
月
二
十
日
よ
り

三
月
十
九
日
ま
で
の
一
カ
月
間
、
帯
広
駅
か
ら
四
つ
上
っ

た
根
室
駅
付
近
の
山
林
で
雑
木
を
伐
採
し
て
炭
焼
き
作
業

に
従
事
し
ま
し
た
。

編
成
は
、
私
が
班
長
で
衛
生
兵
一
人
、
隊
員
十
二
人
、

計
十
四
人
で
、
各
中
隊
一
カ
月
交
替
で
、
私
の
班
は
最
初

で
し
た
。
宿
舎
は
テ
ン
ト
張
り
、
風
呂
は
ド
ラ
ム
缶
の
五
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右
衛
門
風
呂
と
い
う
原
始
的
生
活
で
し
た
が
、
全
員
心
を

一
つ
に
し
て
の
大
量
生
産
を
上
げ
、
そ
れ
が
部
隊
副
官
に

認
め
ら
れ
て
隊
員
全
員
が
精
勤
賞
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
隊
員
の
喜
び
と
共
に
私
の
名
誉
で
も
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
我
々
軍
人
が
な
ぜ
木
炭
を
生
産
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
か
っ
た
か
、
生
産
し
た
木
炭
は
ど
こ
へ
運
び
、
何
に
使

用
し
た
か
い
ま
だ
に
分
か
り
ま
せ
ん
。

千
葉
県
陸
軍
戦
車
学
校
入
学

昭
和
二
十
年
三
月
二
十
一
日
、
千
葉
陸
軍
戦
車
学
校
入

校
を
命
ぜ
ら
れ
、
四
月
一
日
入
学
し
ま
し
た
。
学
生
は
、

中
尉
、
少
尉
、
見
習
士
官
、
軍
曹
、
伍
長
の
上
官
が
多
く
、

中
に
は
盛
岡
部
隊
の
戦
友
や
少
年
通
信
学
校
卒
業
生
が
三

割
ほ
ど
い
ま
し
た
の
で
、
心
強
く
思
い
ま
し
た
。
入
学
に

当
っ
て
の
学
校
長
の
訓
示
は
「
軍
人
と
し
て
階
級
は
あ
る

が
、
本
校
で
は
生
徒
に
階
級
は
無
く
、
小
学
校
の
一
年
生

同
様
に
教
育
す
る
の
で
諸
君
も
互
い
に
同
資
格
で
付
き
合

う
よ
う
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
少
佐
の
教
官
か
ら
「
明
日
か
ら
学
校
の
方
針
に

基
づ
い
て
講
義
し
、
貼
付
し
て
あ
る
名
前
で
呼
ば
ず
机
の

番
号
札
の
番
号
で
呼
ぶ
。
諸
君
も
質
問
す
る
と
き
は
番
号

を
言
っ
て
質
問
す
る
よ
う
に
。
出
来
れ
ば
胸
に
番
号
札
を

付
け
、
お
互
い
も
番
号
で
呼
び
合
っ
た
ら
ど
う
か
」
と
皆

を
笑
わ
せ
る
。

教
育
内
容
は
無
線
で
、
モ
ー
ル
ス
の
暗
唱
、
電
鍵
の
打

ち
方
、
正
し
い
暗
号
の
解
読
で
し
た
。
モ
ー
ル
ス
暗
唱
の

イ
（
・
―
）
は
「
伊
藤
」、
ロ
（
・
―
・
―
）
は
「
路
上

歩
行
」、
ハ
（
―
・
・
・
）
は
「
ハ
ー
モ
ニ
カ
」
と
唱
え

る
声
が
講
堂
い
っ
ぱ
い
に
広
が
り
ま
し
た
。
三
カ
月
半
も

過
ぎ
た
七
月
中
旬
ご
ろ
、
三
班
に
分
け
ら
れ
、
卒
業
試
験

に
備
え
て
、
そ
れ
ぞ
れ
各
地
区
に
分
散
し
て
交
信
、
特
に

暗
号
解
読
に
力
を
い
れ
ら
れ
ま
し
た
。
す
べ
て
初
め
て
の

こ
と
な
の
で
不
安
で
し
た
が
、
努
力
が
実
っ
て
帰
隊
し
て

か
ら
の
教
育
に
自
信
が
つ
き
ま
し
た
。

七
月
三
十
日
卒
業
証
書
が
授
与
さ
れ
、
同
時
に
達
第
二

一
六
四
部
隊
に
配
属
を
命
ぜ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
八
月

一
日
、
達
第
二
一
六
四
部
隊
に
入
隊
し
ま
し
た
。

翌
日
、
部
隊
長
及
び
中
隊
長
に
千
葉
陸
軍
戦
車
学
校
通

信
科
卒
業
の
報
告
を
し
ま
し
た
。
中
隊
長
よ
り
兵
舎
内
で
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の
一
週
間
の
休
養
を
与
え
ら
れ
、
学
校
で
教
わ
っ
た
ノ
ー

ト
の
整
理
復
習
、
身
辺
の
整
理
を
し
ま
し
た
。

終

戦

八
月
十
五
日
か
ら
残
務
整
理
に
当
り
、
十
月
二
十
五
日
、

部
隊
長
よ
り
達
第
二
一
六
四
部
隊
の
兵
役
免
除
の
達
し
が

あ
り
、
復
員
の
準
備
を
し
ま
し
た
。

復
員
は
十
月
二
十
七
日
、
支
給
さ
れ
た
衣
服
、
食
糧
、

日
用
品
等
を
、
お
そ
ら
く
二
度
と
来
る
こ
と
が
無
い
と
思

わ
れ
る
部
隊
を
去
り
ま
し
た
。
そ
し
て
皆
さ
ん
と
も
互
い

に
ご
多
幸
を
折
り
合
い
、
握
手
を
交
わ
し
そ
れ
ぞ
れ
の
故

郷
へ
と
分
か
れ
ま
し
た
。

翌
十
月
二
十
八
日
、
四
年
半
ぶ
り
の
我
が
家
の
敷
居
を

感
無
量
で
ま
た
ぎ
ま
し
た
。
当
時
、
我
が
家
に
は
電
話
が

無
か
っ
た
の
で
、
役
場
を
通
じ
て
帰
宅
時
間
等
が
連
絡
し

て
あ
り
、
両
親
は
着
替
え
な
ど
を
準
備
し
て
待
っ
て
い
て

く
れ
ま
し
た
。
夕
食
に
は
近
親
者
と
共
に
さ
さ
や
か
な
祝

賀
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
当
時
満
州
に
入
隊
し
た
次
男
、

シ
ベ
リ
ア
抑
留
中
の
長
男
は
復
員
し
て
お
ら
ず
、
家
族
は

両
親
、
弟
、
姉
の
四
人
で
細
々
と
農
業
を
営
ん
で
お
り
ま

し
た
。

そ
し
て
昭
和
二
十
一
年
九
月
、
次
男
が
満
州
か
ら
復
員
、

さ
ら
に
二
十
二
年
六
月
、
長
男
が
シ
ベ
リ
ア
か
ら
復
員
し

ま
し
た
。
当
時
は
兄
弟
が
多
い
家
庭
が
多
か
っ
た
の
で
、

一
家
か
ら
二
人
、
三
人
の
現
役
ま
た
は
召
集
で
軍
務
に
服

し
て
い
る
家
庭
が
普
通
で
し
た
が
、
全
員
無
事
で
復
員
し

た
家
庭
は
少
な
く
、
全
員
無
事
復
員
し
た
我
が
家
は
村
民

か
う
ら
や
ま
し
が
ら
れ
ま
し
た
。

前
述
の
父
の
弟
の
渋
谷
少
佐
は
一
旦
復
員
し
ま
し
た
が
、

マ
ニ
ラ
、
ス
マ
ト
ラ
駐
屯
時
に
米
軍
と
の
交
戦
指
揮
者
と

し
て
Ａ
級
戦
犯
に
扱
わ
れ
、
巣
鴨
収
容
所
に
入
所
し
て
お

り
ま
し
た
。
我
々
日
本
軍
は
米
軍
と
戦
争
し
て
い
る
の
で

あ
っ
て
住
民
と
は
関
係
な
い
、
む
し
ろ
食
糧
、
日
用
品
、

建
造
物
等
は
直
接
、
間
接
に
住
民
の
お
世
話
に
な
っ
て
い

る
か
ら
感
謝
の
気
持
ち
で
接
し
、
街
で
会
っ
た
ら
笑
顔
で

挨
拶
す
る
よ
う
部
下
に
命
じ
、
部
下
は
こ
の
こ
と
を
誠
実

に
守
っ
て
地
域
住
民
か
ら
絶
大
の
信
頼
を
得
て
い
た
と
い

う
の
で
す
。

渋
谷
少
佐
が
巣
鴨
収
容
所
に
収
容
さ
れ
た
こ
と
を
知
っ

２５１



た
マ
ニ
ラ
、
ス
マ
ト
ラ
の
住
民
は
こ
ぞ
っ
て
Ｇ
Ｈ
Ｑ
に
以

上
の
理
由
を
上
げ
て
無
罪
釈
放
の
嘆
願
書
を
提
出
し
ま
し

た
。
そ
の
結
果
Ｇ
Ｈ
Ｑ
は
こ
れ
を
認
め
、
即
時
釈
放
さ
れ
、

無
事
帰
宅
し
ま
し
た
。

私
は
昭
和
二
十
二
年
十
月
六
日
、
阿
部
家
に
婿
養
子
に

な
り
、
大
工
の
見
習
修
業
を
し
て
二
級
建
築
士
、
一
級
技

能
士
、
職
業
訓
練
指
導
員
の
資
格
を
取
得
し
て
工
務
店
を

開
業
し
ま
し
た
が
年
齢
に
は
勝
て
ず
閉
店
し
、
現
在
は
夫

婦
二
人
で
僅
か
ば
か
り
の
畑
地
で
野
菜
を
栽
培
、
余
生
を

楽
し
ん
で
お
り
ま
す
。

子
供
は
女
三
人
で
、
上
の
二
人
は
東
京
大
学
で
事
務
職
、

下
の
一
人
は
山
形
市
で
美
容
院
を
開
い
て
お
り
ま
す
。
最

後
に
、
戦
地
で
敵
弾
、
内
地
で
は
爆
弾
で
倒
れ
た
方
々
に

哀
悼
の
意
を
表
し
、
ご
冥
福
を
お
祈
り
致
し
ま
す
。

我
々
戦
争
経
験
者
は
生
あ
る
内
に
戦
争
の
悲
惨
さ
を
詳

細
に
例
を
あ
げ
て
後
世
に
伝
え
る
義
務
が
あ
り
ま
す
、
で

な
い
と
い
つ
か
風
化
し
た
り
、
正
し
く
な
い
歴
史
が
伝
え

ら
れ
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

満
州
、
そ
し
て
内
地
の
防
衛

山
形
県

高

山

義

夫

（
旧
姓

荒
川
）

大
正
八
（
一
九
一
九
）
年
十
月
、
父
作
治
、
母
ツ
タ
エ

を
両
親
と
し
て
、
戸
沢
村
名
高
で
生
ま
れ
ま
し
た
。
そ
の

こ
ろ
の
家
族
は
、
祖
父
、
兄
夫
婦
に
兄
の
子
供
た
ち
と
、

私
の
弟
を
加
え
九
人
家
族
で
、
父
を
は
じ
め
一
家
は
大
工

が
家
業
で
し
た
。

戸
沢
村
の
尋
常
高
等
小
学
校
の
高
等
科
二
年
を
昭
和
八

（
一
九
三
三
）
年
三
月
に
卒
業
し
、
大
工
な
ど
の
見
習
い

を
し
て
い
る
う
ち
の
昭
和
十
四
年
十
二
月
一
日
、
徴
兵
検

査
を
受
け
、
甲
種
合
格
で
し
た
。

昭
和
十
五
年
二
月
一
日
、
第
二
十
四
師
団
の
山
形
の
歩

兵
第
三
十
二
連
隊
要
員
の
た
め
現
役
兵
と
し
て
歩
兵
第
二

十
七
連
隊
留
守
隊
第
六
中
隊
に
入
隊
し
ま
し
た
。
入
営
の

と
き
は
、
村
の
青
年
団
員
一
同
、
多
く
の
村
民
の
か
た
が

た
の
見
送
り
を
受
け
ま
し
た
。
同
じ
村
か
ら
の
入
隊
者
は

２５２
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